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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公開番号】特開2007-284626(P2007-284626A)
【公開日】平成19年11月1日(2007.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-042
【出願番号】特願2006-116106(P2006-116106)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/24     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/14     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/16     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/24    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   4/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/14    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/16    １０１　
   Ｂ０５Ｄ   7/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月31日(2009.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物であって、
硬化後の伸長性が２５℃で２０～２５０％のモノマー（ａ１）および硬化後の伸長性が２
５℃で２０～２５０％のオリゴマー（ａ２）からなる群から選ばれる１以上と、０～３０
重量％のフィラーとを含む樹脂組成物。
【請求項２】
モノマー（ａ１）またはオリゴマー（ａ２）を構成するモノマーがエポキシ基を有する、
請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項３】
モノマー（ａ１）またはオリゴマー（ａ２）を構成するモノマーが脂環式エポキシ基を有
する、請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
モノマー（ａ１）またはオリゴマー（ａ２）を構成するモノマーが、３，４－エポキシシ
クロヘキシルメチル－３’，４’－エポキシシクロヘキサンカルボキシレートである、請
求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項５】
モノマー（ａ１）とオリゴマー（ａ２）からなる群から選ばれる１以上を２５～５５重量
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％含む、請求項１～４のいずれかに記載の樹脂組成物。
【請求項６】
フィラーを含まない、請求項１～５のいずれかに記載の樹脂組成物。
【請求項７】
さらに、硬化後の伸長性が２５℃で５～１５％のモノマー（ａ３）および硬化後の伸長性
が２５℃で５～１５％のオリゴマー（ａ４）からなる群から選ばれる１以上を含む、請求
項１～６のいずれかに記載の樹脂組成物。
【請求項８】
モノマー（ａ３）またはオリゴマー（ａ４）を構成するモノマーが、ウレタン（メタ）ア
クリレートと多官能性モノマーとからなる群から選ばれる１以上である、請求項７に記載
の樹脂組成物。
【請求項９】
モノマー（ａ３）またはオリゴマー（ａ４）を構成するモノマーが、ジペンタエリスリト
ールヘキサアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレートおよびエトキシ化フェ
ニルアクリレートからなる群から選ばれる１以上である、請求項７に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
モノマー（ａ３）とオリゴマー（ａ４）からなる群から選ばれる１以上を５～２５重量％
含む、請求項７～９のいずれかに記載の樹脂組成物。
【請求項１１】
さらに、ポリオール（Ｂ）、活性エネルギー線重合触媒（Ｃ）およびレベリング剤（Ｄ）
からなる群から選ばれる１以上を含む、請求項１～１０のいずれかに記載の活性エネルギ
ー線硬化性の樹脂組成物。
【請求項１２】
３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３’，４’－エポキシシクロヘキサンカルボキ
シレートを２５～５５重量％と、
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレートま
たはエトキシ化フェニルアクリレートを５～２５重量％と、
ポリオール（Ｂ）として水酸基を有するエチレン性不飽和モノマーを少なくとも１つ含む
（メタ）アクリル共重合体で、水酸基にラクトンモノマーを付加させた（メタ）アクリル
共重合体または３官能のポリエステルポリオールを３０～６０重量％と、
活性エネルギー線重合触媒（Ｃ）としてトリアリールスルフォニウムヘキサフルオロホス
フェイト塩を３～９重量％と、
レベリング剤（Ｄ）としてアクリル系共重合物またはアクリル系共重合溶液を０．３～１
．５重量％と
を含む、活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物。
【請求項１３】
熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物であって、硬化後の前記組成物のテ
ーバー摩耗強度が１６００～３０００回転である、樹脂組成物。
【請求項１４】
熱可塑性樹脂基材層と、請求項１～１３のいずれかに記載された硬化後の樹脂組成物の層
とを含むフィルム。
【請求項１５】
請求項１～１３のいずれかに記載された硬化前の樹脂組成物を塗布する、または、請求項
１４に記載のフィルムを貼着させることによって、対象物を保護または補修する物品保護
補修方法。
【請求項１６】
対象物が床材または自動車外装部品である、請求項１５に記載の物品保護補修方法。
【請求項１７】
請求項１～１３のいずれかに記載された硬化前の樹脂組成物をフィルムに塗布する工程、
当該樹脂組成物を硬化させる工程、および、樹脂組成物の硬化後にフィルムを真空成形し
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てからインサート成形する工程を含む、自動車部品の製造方法。
【請求項１８】
塗膜が施されたフィルムに樹脂組成物を塗布する、請求項１７に記載の自動車部品の製造
方法。
【請求項１９】
塗膜が施されたフィルムに透明なフィルムをラミネートした後に樹脂組成物を塗布する、
請求項１７に記載の自動車部品の製造方法。
【請求項２０】
塗膜が金属光沢を有する、請求項１７または１８に記載の自動車部品の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
また、ドアミラー等の自動車外装部品等に傷付防止コートを設けることが知られているが
、これらの防止コートは傷付防止性、膜密着性、耐溶剤性、耐候性および真空成形による
打ち抜きの際における伸長性等の要求性能を満たすことは難しかった。
【特許文献１】特開２００５－６８６８７号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
［１］　熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物であって、硬化後の伸長性
が２５℃で２０～２５０％のモノマー（ａ１）および硬化後の伸長性が２５℃で２０～２
５０％のオリゴマー（ａ２）からなる群から選ばれる１以上と、０～３０重量％のフィラ
ーとを含む樹脂組成物。
［２］　モノマー（ａ１）またはオリゴマー（ａ２）を構成するモノマーがエポキシ基を
有する、［１］に記載の樹脂組成物。
［３］　モノマー（ａ１）またはオリゴマー（ａ２）を構成するモノマーが脂環式エポキ
シ基を有する、［１］に記載の樹脂組成物。
［４］　モノマー（ａ１）またはオリゴマー（ａ２）を構成するモノマーが、３，４－エ
ポキシシクロヘキシルメチル－３’，４’－エポキシシクロヘキサンカルボキシレートで
ある、［１］に記載の樹脂組成物。
［５］　モノマー（ａ１）とオリゴマー（ａ２）からなる群から選ばれる１以上を２５～
５５重量％含む、［１］～［４］のいずれかに記載の樹脂組成物。
［６］　フィラーを含まない、［１］～［５］のいずれかに記載の樹脂組成物。
［７］　さらに、硬化後の伸長性が２５℃で５～１５％のモノマー（ａ３）および硬化後
の伸長性が２５℃で５～１５％のオリゴマー（ａ４）からなる群から選ばれる１以上を含
む、［１］～［６］のいずれかに記載の樹脂組成物。
［８］　モノマー（ａ３）またはオリゴマー（ａ４）を構成するモノマーが、ウレタン（
メタ）アクリレートと多官能性モノマーとからなる群から選ばれる１以上である、［７］
に記載の樹脂組成物。
［９］　モノマー（ａ３）またはオリゴマー（ａ４）を構成するモノマーが、ジペンタエ
リスリトールヘキサアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレートおよびエトキ
シ化フェニルアクリレートからなる群から選ばれる１以上である、［７］に記載の樹脂組
成物。
［１０］　モノマー（ａ３）とオリゴマー（ａ４）からなる群から選ばれる１以上を５～
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２５重量％含む、［７］～［９］のいずれかに記載の樹脂組成物。
［１１］　さらに、ポリオール（Ｂ）、活性エネルギー線重合触媒（Ｃ）およびレベリン
グ剤（Ｄ）からなる群から選ばれる１以上を含む、［１］～［１０］のいずれかに記載の
活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
［１２］　３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３’，４’－エポキシシクロヘキサ
ンカルボキシレートを２５～５５重量％と、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
、ペンタエリスリトールトリアクリレートまたはエトキシ化フェニルアクリレートを５～
２５重量％と、ポリオール（Ｂ）として水酸基を有するエチレン性不飽和モノマーを少な
くとも１つ含む（メタ）アクリル共重合体で、水酸基にラクトンモノマーを付加させた（
メタ）アクリル共重合体または３官能のポリエステルポリオールを３０～６０重量％と、
活性エネルギー線重合触媒（Ｃ）としてトリアリールスルフォニウムヘキサフルオロホス
フェイト塩を３～９重量％と、レベリング剤（Ｄ）としてアクリル系共重合物またはアク
リル系共重合溶液を０．３～１．５重量％とを含む、活性エネルギー線硬化性の樹脂組成
物。
［１３］　熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物であって、硬化後の前記
組成物のテーバー摩耗強度が１６００～３０００回転である、樹脂組成物。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
［１４］　熱可塑性樹脂基材層と、［１］～［１３］のいずれかに記載された硬化後の樹
脂組成物の層とを含むフィルム。
［１５］　［１］～［１３］のいずれかに記載された硬化前の樹脂組成物を塗布する、ま
たは、［１４］に記載のフィルムを貼着させることによって、対象物を保護または補修す
る物品保護補修方法。
［１６］　対象物が床材または自動車外装部品である、［１５］に記載の物品保護補修方
法。
［１７］　［１］～［１３］のいずれかに記載された硬化前の樹脂組成物をフィルムに塗
布する工程、当該樹脂組成物を硬化させる工程、および、樹脂組成物の硬化後にフィルム
を真空成形してからインサート成形する工程を含む、自動車部品の製造方法。
［１８］　塗膜が施されたフィルムに樹脂組成物を塗布する、［１７］に記載の自動車部
品の製造方法。
［１９］　塗膜が施されたフィルムに透明なフィルムをラミネートした後に樹脂組成物を
塗布する、［１７］に記載の自動車部品の製造方法。
［２０］　塗膜が金属光沢を有する、［１７］または［１８］に記載の自動車部品の製造
方法。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
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本発明の好ましい態様に係る熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物は、た
とえば、高い摩耗強度を有する。また、本発明の好ましい態様に係る熱硬化性または活性
エネルギー線硬化性の樹脂組成物は、たとえば、優れた光沢や耐薬品性を有する。
さらに、本発明の好ましい態様に係る熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成
物を含む床用保護シートを用いることによって、簡略かつ短時間の作業で床材をメンテナ
ンスできる。
また、本発明の好ましい態様に係る熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物
は、自動車外装部品や自動車内装部品の基材であるフィルム等に塗布されることによって
、傷付防止性、膜密着性、耐溶剤性、耐候性および真空成形による打ち抜きの際における
伸長性等の要求性能を高度に満たすことができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
エポキシ基を有する（メタ）アクリレートを製造するために用いられるエポキシ化合物は
、エポキシ基を有すれば特に限定されるものではないが、たとえば、ビスフェノール型エ
ポキシ樹脂等のグリシジルエーテル型エポキシ樹脂（ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、
ビスフェノールＦ型エポキシ樹脂、ビスフェノールＡＤ型エポキシ樹脂等）、グリシジル
エステル型エポキシ樹脂、ノボラック型エポキシ樹脂（フェノールノボラック型エポキシ
樹脂、クレゾールノボラック型エポキシ樹脂等）等が挙げられる。また、エポキシ樹脂に
は、分子量の大きなエポキシ樹脂（フェノキシ樹脂）も含まれる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
同様に、エポキシ基を有する（メタ）アクリレートを製造するために用いられるカルボキ
シル基含有アクリル化合物は、そのような基を有すれば特に限定されるものではないが、
たとえば、アクリル酸、メタクリル酸、それらの低級アルキルエステル（メチルエステル
、エチルエステル等）、アクリレートモノマー等が挙げられる。前記アクリレートモノマ
ーとしては、たとえば、ジアクリレート（１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、１
，４－ブタンジオールジアクリレート、エチレングリコールジアクリレート、ジエチレン
グリコールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリプロピレン
グリコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、１，４－ブタンジ
オールジメタクリレート、ポリ（ブタンジオール）ジアクリレート、テトラエチレングリ
コールジメタクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレート、トリエチレング
リコールジアクリレート、トリイソプロピレングリコールジアクリレート、ポリエチレン
グリコールジアクリレートおよびビスフエノールＡジメタクリレート等）；トリアクリレ
ート（トリメチロールプロパントリアクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリ
レート、ペンタエリトリトールモノヒドロキシトリアクリレートおよびトリメチロールプ
ロパントリエトキシトリアクリレート等）；テトラアクリレート（ペンタエリトリトール
テトラアクリレートおよびジートリメチロールプロパンテトラアクリレート等）およびペ
ンタアクリレート（ジペンタエリトリトール（モノヒドロキシ）ペンタアクリレート等）
を挙げることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
また、反応の際、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、エチレングリコ
ール、メチルセロソルブ、エチルセルソルブ等のアルコール類、メチルイソブチルケトン
（ＭＩＢＫ）、メチルセロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテート等のエステル
類、メチルエチルケトン等のケトン系溶剤、ベンゼン、トルエン、クロロベンゼン、ジク
ロロベンゼン等の芳香族化合物等を反応溶剤として用いることができる。反応の際、重合
禁止剤として、ハイドロキノン、メチルハイドロキノン、ハイドロキノンモノメチルエー
テル、４－メチルキノリン、フェノチアジン等を反応系に共存させてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
＜多官能性モノマー＞
モノマー（ａ３）またはオリゴマー（ａ４）を構成する多官能性モノマーは、たとえば、
多官能（メタ）アクリレート、たとえば、２官能（メタ）アクリレート（エチレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコールジ（メタ）
アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、１，３－ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、
１，４－ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メ
タ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタンジオール
ジ（メタ）アクリレート等の（ポリオキシ）Ｃ2-20アルキレングリコールのジ（メタ）ア
クリレート；ビスオキシエチレン化ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、ビスオキ
シプロピレン化ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリ
レート等）、３官能（メタ）アクリレート（トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリ
レート、テトラメチロールメタントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ
（メタ）アクリレート（ＰＥＴＩＡ）等）、４官能（メタ）アクリレート（テトラメチロ
ールメタンテトラ（メタ）アクリレート等）、６官能（メタ）アクリレート（ジペンタエ
リスリトールヘキサ（メタ）アクリレート（ＤＰＨＡ）等）等が挙げられる。なお、多官
能性モノマーとしては、前述のヒドロキシル基又はカルボキシル基含有（メタ）アクリレ
ートを使用してもよい。
また、これらの多官能性モノマーは、単独又は２種以上組み合わせて使用してもよい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
本発明の活性エネルギー線硬化樹脂組成物は、さらに活性エネルギー線重合触媒（Ｃ）を
含むことが好ましい。
活性エネルギー線重合触媒（Ｃ）は、一般的に用いられている紫外線カチオン重合触媒が
いずれも使用でき、たとえばアリールジアゾニウム塩、ジアリールヨードニウム塩やＶＩ
ａ族アリロニウム塩（ＰＦ6、ＡｓＦ6、ＳｂＦ6のようなアニオンをもつアリールスルフ
ォニウム塩）や鉄－アレン錯体、スルホン酸エステル、シリルエーテル－アルミニウム錯
体等が挙げられる。これらのなかでも特にアリールスルフォニウム塩が好ましく、トリア
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リールスルフォニウムヘキサフルオロホスフェイト塩が特に好ましい。これらは単独での
使用のみならず、２種類以上を混合して使用してもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
特に、重合性単量体及び／又はオリゴマーａ１について脂環式エポキシ基を有するエポキ
シ化合物を用いる場合は、光又は熱によりカチオン種を発生させるカチオン重合開始剤を
用いることが好ましい。カチオン重合開始剤としてはスルホニウム塩系、ヨードニウム塩
系、ジアゾニウム塩系、アレン－イオン錯体系等の化合物が使用できる。たとえばスルホ
ニウム塩系のＵＶＡＣＵＲＥ１５９０、ＵＶＡＣＵＲＥ１５９１（以上、ダイセルＵＣＢ
社製）、ＤＡＩＣＡＴ１１（ダイセル化学社製）、ＣＤ－１０１１（サートマー社製）、
ＳＩ－６０Ｌ、ＳＩ－８０Ｌ、ＳＩ－１００Ｌ（以上、三新化学社製）等；ヨードニウム
塩系のＤＡＩＣＡＴ１２（ダイセル化学社製）、ＣＤ－１０１２（サートマー社製）；ジ
アゾニウム塩系のＳＰ－１５０，ＳＰ－１７０（旭電化工業社製）等が挙げられる。さら
に、トリフェニルシラノール等のシラノール系のカチオン触媒も使用することができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
１．５　溶媒
本発明の樹脂組成物に含まれてもよい溶媒は、特に限定されるものではないが、たとえば
、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）、トルエン、メチルイソブチルケトン（ＭＩＢＫ）、メ
チルセロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテート等のエステル類、メチルエチル
ケトン等のケトン系溶剤、ベンゼン、トルエン、クロロベンゼン、ジクロロベンゼン等の
芳香族化合物、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）、メタノール、エタノール等が挙げら
れる。これらの溶媒は、単独で用いても、２種以上を混合して用いてもよい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
無機フィラーとしては、硫酸カルシウム、珪酸カルシウム、クレー、珪藻土、グラファイ
ト、夕ルク、黒鉛、珪砂、ガラス、酸化鉄、アルミナその他の金属等が挙げられ、その形
状は、粉粒状、平板状、鱗片状、針状、球状又は中空状及び繊維状等のいずれであっても
よい。具体的には、炭化珪素、窒化珪素、シリ力、窒化ホウ素、窒化アルミニウム、カー
ボンブラック等の粉粒状充填材、雲母、セリサイト、パイロフィライト、黒鉛等の平板状
もしくは鱗片状充填材、シラスバルーン、金属バルーン、ガラスバルーン、軽石等の中空
状充填材、ガラス繊維、炭素繊維、グラファイト繊維、ウイスカー、金属繊維、シリコン
カーバイト繊維、アスベスト、ウォラストナイト等の鉱物繊維等が挙げられる。これら無
機フィラーの表面は、ステアリン酸、オレイン酸、バルミチン酸またはそれらの金属塩、
パラフィンワックス、ポリエチレンワックス又はそれらの変性物、有機シラン、有機ボラ
ン、有機チタネート等を使用して表面処理を施したものを使用でき、表面処理を施した無
機フィラーを使用すると、樹脂組成物の中でフィラーがよく混合するので好ましい。
【手続補正１５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
本発明の熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物に含まれてもよい活性エネ
ルギー線吸収剤は特に限定されることはなく、組成物に均一に溶解し、かつ必要な耐候性
が付与できるものであれば使用できる。特に、ベンゾフェノン系、ベンゾトリアゾール系
、サリチル酸フェニル系、安息香酸フェニル系から誘導された化合物で、それらの最大吸
収波長が２４０～３８０nmの範囲にある活性エネルギー線吸収剤が好ましく、特にベンゾ
フェノン系、ベンゾトリアゾール系の活性エネルギー線吸収剤が好ましく、さらにこの上
記２種を組み合わせて用いるのが最も好ましい。活性エネルギー線吸収剤としては、たと
えば、２－ヒドロキシベンゾフェノン、５－クロロ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、２
，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２
－ヒドロキシ－４－オクチロキシベンゾフェノン、４－ドデシロキシ－２－ヒドロキシベ
ンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクタテシロキシベンゾフェノン、２，２′－ジヒ
ドロキン－４－メトキシベンゾフェノン、２，２′－ジヒドロキシ－４，４′－ジメトキ
シベンゾフェノンフェニルサリシレート、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニルサリシレート、
ｐ－（１、１，３，３、－テトラメチルブチル）フェニルサリシレート、３－ヒドロキシ
フェニルベンゾエート、フェニレン－１、３－ジベンゾエート、２－（２－ヒドロキシ－
５′－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロキシ－５－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロギシ３、５－ｔｅｒ
ｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロギシ－５－ｔｅｒｔ－ブチ
ルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロギシ－４－オクチルフェニル）ベン
ゾトリアゾール、２－（２′ヒドロキシ－５′－メタクリロキシエチルフェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４
－ジメチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２，４－ジヒドロキシフェニ
ル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３、５－トリアジンとグリシジ
ルアルキル（Ｃ１２－Ｃ１３）エーテルとの反応生成物等が挙げられるが、これらのうち
ベンゾフェノン系の２－ヒドロキシ４－オクトキシベンゾフェノン、及び２，４－ジヒド
ロキシベンゾフェノン、べンゾトリアゾール系の２－（２－ヒドロキシ－ｔｅｒｔ－ブチ
ルフェニル）ベンゾトリアゾールが特に好ましく、これらは２種以上を組み合わせて使う
のがより好ましい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
本発明の熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物に含まれてもよい活性エネ
ルギー線安定剤は特に限定されることはなく、たとえば、ビス（２，２，６，６－テトラ
メチルー４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－
ピペリジル）セバケート、ビス（１－メトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジル）セバケート、ビス（１－エトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）セバケート、ビス（１－プロポキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）セバケート、ビス（１－ブトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジル）セバケート、ビス（１－ペンチロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）セバケート、ビス（１－ヘキシロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジル）セバケート、ビス（１－ヘプチロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクトキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－
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ピペリジル）セバケート、ビス（１－ノニロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）セバケート、ビス（１－デカニロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジル）セバケート、ビス（１－ドデシロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）セバケート等が挙げられるが、これらのうちビス（１－オクトキシ－２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケートが好ましい。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
＜熱安定剤＞
本発明の熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物に含まれてもよい熱安定剤
は、特に限定されるものではなく、公知の熱安定剤を用いることができる。具体的には、
ヒンダードフェノール、ヒドロキノン、チオエーテル、ホスファイト類およびこれらの置
換体等が挙げられる。
これらの熱安定剤は、一種のみを用いてもよく、また、二種以上を混合して用いてもよい
。また、熱安定剤の添加量は、特に限定されるものではないが、本発明の樹脂組成物１０
０重量部に対して０．１～３重量部の範囲が好ましい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
＜顔料＞
本発明の熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物に含まれてもよい顔料は、
特に限定されるものではなく、公知の顔料を用いることができる。具体的には、具体的に
は、チタン白、亜鉛華、カーボンブラック、鉄黒、弁柄、クロムバーミリオン、群青、コ
バルトブルー、黄鉛、チタンイエロー等の無機顔料、フタロシアニンブルー、インダンス
レンブルー、イソインドリノンイエロー、ベンジジンイエロー、キナクリドンレッド、ポ
リアゾレッド、ペリレンレッド、アニリンブラック等の有機顔料（染料も含む）、または
、アルミニウム、真鍮、等の鱗片状箔片からなる金属顔料、二酸化チタン被覆雲母、塩基
性炭酸鉛等の鱗片状箔片からなる真珠光沢顔料（パール顔料）等が挙げられる。
これらの顔料は、一種のみを用いてもよく、また、二種以上を混合して用いてもよい。ま
た、顔料の添加量は、特に限定されるものではないが、本発明の樹脂組成物１００重量部
に対して０．１～２５重量部の範囲が好ましい。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
＜アンチブロッキング剤＞
本発明の熱硬化性または活性エネルギー線硬化性の樹脂組成物に含まれてもよいアンチブ
ロッキング剤は、特に限定されるものではなく、公知のアンチブロッキング剤を用いるこ
とができる。具体的には、有機系のアンチブロッキング剤（ポリメチルメタクリレート、
ポリメチルシリルセスキオキサン（シリコーン）、ポリアミド、ポリテトラフルオロエチ
レン、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ベンゾグアナミン・ホルムアルデヒド樹脂、フ
ェノール樹脂等）；無機系のアンチブロッキング剤（炭酸カルシウム、硝酸カルシウム、
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硫酸バリウム、燐酸カルシウム、シリカ、クレー、タルク、マイカ等）等が挙げられる。
アンチブロッキング剤の微細形状は、いかなる形状であってもよく、球状、角状、柱状、
針状、板状、不定形状等任意の形状とすることができる。
これらのアンチブロッキング剤は、一種のみを用いてもよく、また、二種以上を混合して
用いてもよい。また、アンチブロッキング剤の添加量は、特に限定されるものではないが
、本発明の樹脂組成物１００重量部に対して０．１～３重量部の範囲が好ましい。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
１．６　用途
本発明の樹脂は、床材に塗布され硬化させることによって、床材補修用または床材保護用
に用いられる床材補修用（保護用）樹脂組成物として用いることができる。
また、本発明の樹脂は、自動車外装部品の基材であるフィルム等に塗布され硬化させるこ
とによって、自動車外装部品用または自動車内装部品用の樹脂組成物として用いることが
できる。
なお、本発明の樹脂は、基材や床材等に直接塗布して硬化してもよいし、後述するような
フィルムの形態で用いられてもよい。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
［実施例１］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物１をメチルエチルケトンで希釈し、固形分４０重量％
となるように調製し、コーティング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物をマグネティックスターラーで充分に攪拌してコーテ
ィング液を調製した。このコートコーティング液を、片面易接着コートＰＥＴフィルム［
帝人デュポンフィルム（株）製，商品名「ＨＳ７４」（厚さ：１００μｍ）］にメイヤー
バーを用いて下記の条件で卓上コーティングした。
方法：メイヤーバーによる卓上塗布
番手：＃４８（ＷＥＴ　４８ｇ/ｍ2相当）
コーティング液濃度：固形分≒４０重量％
塗布量：約２０ｇ/ｍ2

【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
［実施例２］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物１とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サ
イテック（株）製、商品名「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が９０：１０
であり、全体の固形分が４０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーテ
ィング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
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耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
［実施例３］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物１とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サ
イテック（株）製、商品名「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が８０：２０
であり、全体の固形分が４０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーテ
ィング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
［実施例４］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物２をメチルエチルケトンで希釈し、固形分４０重量％
となるように調製し、コーティング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
［実施例５］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物２とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サ
イテック（株）製、商品名「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が９０：１０
であり、全体の固形分が４０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーテ
ィング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１１５】
［実施例６］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物３をメチルエチルケトンで希釈し、固形分４０重量％
となるように調製し、コーティング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
［実施例７］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物３とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サ
イテック（株）製、商品名「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が９０：１０
であり、全体の固形分が４０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーテ
ィング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
［実施例８］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物４をメチルエチルケトンで希釈し、固形分４０重量％
となるように調製し、コーティング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
［実施例９］
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物４とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サ
イテック（株）製、商品名「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が９０：１０
であり、全体の固形分が４０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーテ
ィング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
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）の物性を評価した。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
〔比較例１〕
活性エネルギー線硬化性樹脂組成物１とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サ
イテック（株）製、商品名「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が６０：４０
であり、全体の固形分が４０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーテ
ィング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
［比較例２］
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（ダイセル・サイテック（株）製、商品名「
ＤＰＨＡ－Ｂ」）をメチルエチルケトンで希釈し、固形分４０重量％となるように調製し
、コーティング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
［比較例３］
ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（ダイセル・サイテック（株）製、商品名「
ＤＰＨＡ－Ｂ」）とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サイテック（株）製、
商品名「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が９０：１０であり、全体の固形
分が４０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーティング用の活性エネ
ルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
［比較例４］
ペンタエリスリトールトリアクリレート（ダイセル・サイテック（株）製、商品名「ＰＥ
ＴＩＡ」）をメチルエチルケトンで希釈し、固形分４０重量％となるように調製し、コー
ティング用の活性エネルギー線硬化性樹脂組成物を調製した。
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このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
［比較例５］
ペンタエリスリトールトリアクリレート（ダイセル・サイテック（株）製、商品名「ＰＥ
ＴＩＡ」）とエトキシ化フェニルアクリレート（ダイセル・サイテック（株）製、商品名
「Ｅｂｅｃｒｙ１１１４」）との固形分の重量比が９０：１０であり、全体の固形分が４
０重量％となるようにメチルエチルケトンで希釈して、コーティング用の活性エネルギー
線硬化性樹脂組成物を調製した。
このようにして得られた樹脂組成物を実施例１と同様にフィルムに塗布し、樹脂膜を有す
るフィルムを作成した。そして、実施例１と同様に、当該フィルムについて、テーバー摩
耗強度、伸長性、鉛筆硬度、耐スチールウール性、全光線透過率およびヘーズ（ＨＡＺＥ
）の物性を評価した。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
このようにして得られた、実施例１～９および比較例１～５の物性評価は表１に記載され
たとおりであった。



(15) JP 2007-284626 A5 2009.5.14

【表１】
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